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 大規模盛土造成地マップとは、谷間や山の斜面などを大規模に埋めるなどしてつくられた盛土造成地

について、国土交通省の「大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドライン」に基づき、おおむねの位置

と規模を抽出した地図です。県民の皆様に、身近な大規模盛土造成地の存在をお知らせし、防災意識を

高めていただくことを主な目的としています。なお、地図上に示した箇所が、全て地震時に危険という

わけではありません。 

 

 

 

 大規模盛土造成地には、以下の２つのタイプがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 旧地形図と現況地形図を重ね合わせ、宅地造成前後の標高を比較して大規模盛土造成地を抽出します。 

なお、調査対象地域からは、森林、農地等を除いています。ただし、宅地に隣接して一連の盛土区域と

判断された場合は、大規模盛土造成地に含まれる場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

愛知県 大規模盛土造成地マップ 

大規模盛土造成地の抽出方法 

現況地形図 

旧地形図 

重ね合わせて標高を比較 盛土造成地の位置を把握 

大規模盛土造成地とは 

【谷埋め型】 

谷を埋めて、平坦面を確保した造成宅地で、盛土の面積

が 3,000m2 以上のもの。 

【腹付け型】 

傾斜地に盛土した造成宅地で、地山（盛土前の

地盤）が 20 度以上、かつ盛土の高さが 5m

以上のもの。 


